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(3)本 書 の 内 容に 関 し て は 製品 改 良 の 為 予告 な し に 変 更す る こ と があ

(4)本 書の 内 容 に つ いて は 万 全 を期 し て 作 成 しま し た が ， 万一 ご 不 審

(5)本 書を お 読 み に なっ た 後 は ，い つ で も 見 られ る 場 所 に ，必 ず 保 存

　 　 り ま すの で ご 了 承 くだ さ い 。

　 　 な 点や 誤 り ， 記 載も れ な ど ，お 気 付 き の こと が あ り ま した 場 合 は ，
　 　 取 扱店 ま た は 直 接弊 社 へ ご 連絡 く だ さ い 。

　 　 し て くだ さ い 。

(1)入 力 に 最 大許 容 値 を 超 える 電 圧 や 電 流を 加 え る と ，機 器 の 破 損に
　 　つ な が り ます 。
(2)電 源 電 圧 は使 用 可 能 範 囲内 で 使 用 し てく だ さ い 。 使用 可 能 範 囲外

　 　 で 使 用し ま す と 火 災・ 感 電 ・ 故 障の 原 因 と なり ま す 。

型 式

AM-164A-12

AM-164A-13

AM-164A-14

AM-164A-15

最 大 許 容
入 力 電 圧

ｵﾌｾｯﾄ
0～ 9999

0～ 9999
ﾌﾙｽｹｰﾙ

999.9mV

9.999V

99.99V
700.0V

入 力 ｲﾝﾋﾟ
-ﾀﾞﾝｽ

10MΩ

10MΩ 700V

表 　 示

注 )確 度 は ﾌﾙｽｹｰﾙの 5%以 上(た だ し 700Vﾚﾝｼﾞは 100V以上 )の 正 弦 波 入力 に
　 対し て 適 用 す る。

型 式

AM-164A-23

99.99μ A

999.9μ A

9.999mA

99.99mA

最 大 許 容周 波 数 範 囲

1kΩ

1Ω

入 力電 流
表 　 示

ﾌﾙｽｹｰﾙ
0～ 9999

ｵﾌｾｯﾄ
0～9999

40Hz～ 1kHz

40Hz～ 1kHz

40Hz～ 1kHz

40Hz～ 1kHz

型 式
最 大 許 容周 波 数 範 囲
入 力電 流

表 　 示

0.1Ω

注 )確 度 はﾌﾙｽｹｰﾙの 5%以上 の 正 弦 波入 力 に 対 し て適 用 す る 。

真 の 実 効 値 測定
最 大 表 示 9999
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｾﾞﾛｻﾌﾟﾚｽ
上 下 限 2段 設 定

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾒｰﾀﾘﾚｰAM-164Aｼﾘｰｽﾞをお 買 い上 げい た だき ま して あ りが とう
ご ざいま す。 本器 は全 て厳重 な品 質管 理の もとに 生産 され てお りま すが
は じ め に輸 送 中 で の破 損 が 無 い か、 ま た 仕 様 上の 違 い が 無 いか を 点 検
し て く ださ い 。 品 質及 び 仕 様 面 での 不 備 な 点 があ り ま し た らお 早 め に
お 買 い 上げ い た だ いた 代 理 店 も しく は 弊 社 営 業部 迄 ご 連 絡 くだ さ い 。

AM-164A-□□ -□ □ -□ □

比較 出力比 較 出力
※ 2.ﾎﾄｶﾌﾟﾗ

BCD出 力

　 1.ﾘﾚｰ

※ 3.ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力

電 源電 源

※ 4.BCD,ｱﾅﾛｸﾞ出 力
出 力

ﾚﾝｼﾞｺｰﾄﾞ ～

11.99.99mV

基 本 型 式

ｼﾘｰｽﾞ名

※2.AC180～ 264V

※ 2.TTL出 力
  1.無

※ 3.ｱﾅﾛｸﾞ出 力
※ 2.BCD出 力

1.AC 90～ 132V

15.700.0V

～

※ 21.99.99μ A

※ 26.5.000A

1.表示 専 用

※ 受 注 品

出力 電 圧 ： 0～1V(15ﾚﾝｼﾞは 0～ 0.7V)

P.C

ENABLE

注 意 　NCは 空 き 端 子で す が 、 中継 端 子 と し て使 用 し な い でく だ さ い 。

印 字 指 令 信号 ：
上 記 の各 信 号 ： TTLﾚﾍﾞﾙ　 ﾌｧﾝｱｳﾄ=2  5V CMOSｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

印 字 指 令 信号 ：

(NPN型 )
ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ出 力 容 量 ：

b)ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出 力

オ ー バ ー 信号 ：

な り ま す。 (TTLの 場 合は ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ状 態 と な りま す 。 )
“ 1” ﾚﾍﾞﾙ 3.5～ 5V  “ 0” ﾚﾍﾞﾙ 0～ 1.5V  入 力電 圧  -0.5mA

c)ｲﾈｰﾌﾞﾙ入力 ： ENABLE
ENABLE端子 (11)を DIG.COM.端 子 (12,30)と 短 絡 また は “ 0” ﾚﾍﾞﾙに す る と

保 証 期間 は 、 納 入 日よ り 1ヶ 年 です 。 こ の 間 に発 生 し た 故 障で 明 ら か に
弊 社 が原 因 と 判 断 され る 場 合 は 無償 で 修 理 致 しま す 。

確　 　 度 ： 0.5% of FS(23℃± 5℃ ,35～ 85%RH)
負荷 抵 抗 ： 20kΩ 以 上

但し 、 入 力 (LO)と 絶 縁 さ れ てい ま せ ん 。

POL
OVER

DIG.COM

1  2  4  8  1  2  4  8 

DIG.COM

NC NC1  2  4  8  1  2  4  8  

                   10                    10 

                   10                    10 

測 定 完了 毎 に 約 1msの正 ﾊﾟﾙｽ
オ ー バ ー 信号 ：
極　性　信　号： ﾏｲﾅｽ表 示 の 時 “1” ﾚﾍﾞﾙ

ｵｰﾊﾞｰ表 示 の 時“ 1” ﾚﾍﾞﾙ

a)TTL出 力

測 定 デ ー タ： ﾄﾗｲｽﾃｰﾄﾊﾟﾗﾚﾙBCD  正 論 理  ﾗｯﾁ出力

測 定 デ ー タ：
極　性　信　号：

測 定完 了 毎 に 約 1msの 間 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ ON”

保 存 温度 -10℃ ～ +70℃ 以 内 、 湿 度60%以 下 の 範囲 で 保 存 し てく だ さ い 。
特 に ほこ り の 多 い 場所 で の 使 用 の場 合 は 、 時々 ｹｰｽよ り 本 体を 抜 き 出 し
ほ こ りを 除 い て く ださ い 。 (内 部部 品 の 温 度 上昇 の 原 因 に なり 寿 命 を 短
く し ます 。 )本 体 ｹｰｽ、 ﾊﾟﾈﾙは ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成 形 品 です の で 、 ｼﾝﾅｰ等 の 揮 発 性
の 油 で汚 れ を 拭 か ない で く だ さ い。

本 製品 は厳 重な 品 質管 理の もと で製 造 ,試 験,検 査を して 出荷 して い ます が
万 一故 障し た場 合 は取 り扱 い店 、ま た は直 接弊 社へ 御 連絡 (送 付)く ださ い。
(故 障 内 容は で き る だ け詳 し く ﾒﾓさ れ、 現 品 と 同 封し て い た だけ る と 幸 い
で す 。 )

ﾘｾｯﾄ

A/D内 部

ｽﾀｰﾄ/ﾎｰﾙﾄﾞ

ﾘﾚｰ出力

①

⑤①

ﾘﾚｰ動 作時 間  MAX 5ms

A/Dｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ

ｵｰﾄｾﾞﾛ

② ③ ④
測 定

1次積 分 期 間 中 にﾎｰﾙﾄﾞが 来 た場 合 は 測 定 を完 了 し て か ら停 止 す る 。

※1

② ③

※ 3
※ 2

※ 4

④

⑤

※ 1 (400ms) (20ms以 上 45ms以 下 ) ※ 3 ※4※ 2 (MAX.445ms)

2次 積 分1次 積分

NC NC NC NC NC

NC NC NC NC NC

ﾏｲﾅｽ表 示 の時  ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON”
ｵｰﾊﾞｰ表 示 の時  ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON”

◎ BCDﾃﾞｰﾀ出 力(入 力 (LO)から 絶 縁 さ れ てい ま す )

◎ BCDﾃﾞｰﾀ出 力(入 力 (LO)から 絶 縁 さ れ てい ま す )

10 ～ 10 桁 の 1 -2-4-8 、 極 性 、 ｵｰﾊ ﾞｰ端 子 の ﾄﾗ ﾝｼﾞｽﾀが “ OFF” の 状 態 に

AM-164A-11 99.99mV 10MΩ

10MΩ

10MΩ

40Hz～10kHz

40Hz～10kHz

40Hz～ 1kHz

40Hz～ 1kHz

40Hz～ 1kHz

300V

AM-164A-22

AM-164A-21

AM-164A-24

100Ω

10Ω

AM-164A-25

AM-164A-26

周 波数 範 囲

内部 抵 抗測 定範 囲

測 定 範 囲

◎ 長 期間 に わ た っ て初 期 の 確 度 を保 つ た め 定期 的 校 正 を おす す め し ま す。
本 器 を校 正 す る 場 合0.1%以 上 の精 度 の 標 準 装置 が 必 要 で す。
校 正 は23℃ ± 5℃ ,35～ 85%RHの 周囲 条 件 で 行 って く だ さ い。

(1)本 器 前 面ﾊﾟﾈﾙを 取 り はず し ま す 。
(2)電 源 を 接続 し て 20分 以上 の ﾗﾝﾆﾝｸﾞを行 っ た 後 調 整し て く だ さい 。
(3)ｾﾞﾛ調整

入 力 端 子HI､LO端 子 を短 絡 し 、 表 示が 0000に なる か を 確 認 しま す 。

く だ さ い。
(4)ｽﾊﾟﾝ調 整 (15、 26ﾚﾝｼﾞを 除 く )

入 力 に ﾌﾙｽｹｰﾙ(9900)に 対 す る 交 流の 電 圧 (電 流)を 印 加 し 、 表示 が
9900にな るよ うに ｽﾊﾟﾝ調整 ﾎﾞﾘｳﾑを 調整 して くだ さい 。 (第 6図 参 照)

も し ず れて い る 場 合、 ｾﾞﾛ調 整 ﾎﾞﾘｳﾑを 調 整 し て表 示 を 0000とし て

◎ 校 正 は次 の 様 に 行 って く だ さ い。

(5)15ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ調 整

(6)26ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ調 整

の 交 流 電流 を 印 加 し、 表 示 が 4950に な る よ う にｽﾊﾟﾝ調 整 ﾎﾞﾘｳﾑを
調 整 し てく だ さ い 。(第 6図 参 照 )

ﾎﾞﾘｳﾑを調 整 し て く ださ い 。 (第 6図参 照 )
入 力に 690Vの 交流 電 圧を 印加 し、 表示 が 6900に なる よう に ｽﾊﾟﾝ調 整

各 設定 値が 下表 (初期 値)に なっ てい るこ とを 確 認し 、入 力に 4.95A

※ 26ﾚﾝｼﾞは電 流 (4.95A)印 加 後 、 20分以 上 の ﾗﾝﾆﾝｸﾞを 行 っ た 後
調 整 して く だ さ い 。

値

値

値

ｺｰﾄﾞ
ﾚﾝｼﾞ

ｺｰﾄﾞ
ﾚﾝｼﾞ

ｺｰﾄﾞ
ﾚﾝｼﾞ

　 1.ﾘﾚｰ
※ 2.ﾎﾄｶﾌﾟﾗ

BCD出 力(受 注 品 )

確 度 ： ±(0.2% of rdg +20digit)(23℃ ± 5℃ ,35～ 85%RH)
た だ し 、AM-164A-15のみ  ± (0.3% of rdg +20digit)

確 度 ： ±(0.5% of rdg +20digit)(23℃ ± 5℃ ,35～ 85%RH)

確 度： ± (0.7% of rdg +20digit)(23℃ ± 5℃ ,35～ 85%RH)

　 測 　 定　 機 　 能 ： 交流 電 圧 、 電 流測 定
　 入   力  方 　 式 ： ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾃﾞｯﾄ形、 入 力 ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ約 10MΩ  

　 制 　 御 　方 　 式 ： ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
　 設 　 定 　範 　 囲 ： 上 下限 設 定 0～ 9999
　 比 較 条 件(表 示 )： 上 限設 定 値 ＜ 表 示値 →  HI(赤色 LED点 灯 )

ホ ト カ プラ 出 力 ：

クレストファクタ：

　比  較  リ  レ  ー：

上 限 設 定 値≧ 表 示 値 ≧ 下限 設 定 値  →GO(緑 色 LED点灯 )
表 示 値＜ 下 限 設 定 値 → LO(赤 色 LED点 灯 )

  ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ警 告  ： ｵｰﾊﾞｰ直 前 の 表示 で 点 滅

  最 　 大  表   示 ： 9999

　 Ａ/Ｄ  変  換  部： 2重 積 分 方式
　 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速 度   ： 2.5回 ／ 秒
　 応 　 答　 速 　 度 ： 約1秒 (10%    90%表 示 値 )

　 小 　 　数 　 　 点 ： 表示 部 切 換 DIPｽｲｯﾁに よ り 、任 意 の 位 置 に選 択 可 能
  零 　   表     示 ： ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ“ ｾﾞﾛ” ｻﾌﾟﾚｽ

外　 部 　 制 　 御： ﾎｰﾙﾄﾞ  START/HOLD端 子と COM端 子 短絡 ま た は “ 0”ﾚﾍﾞﾙ

接点 信 号 (開 放)

4:1(ﾌﾙｽｹｰﾙで)ただしAM-164A-15は(波高 率)ﾋﾟｰｸで1000Vまで

　整 　 流　 回 　路 ：ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのVbe   nIc(対 数 特性 )を利 用 した ｱﾅﾛｸﾞ演算 方式
に よ る AC/DC変 換 器 で の真 の 実 効 値 出力 を 得 て い る

AC250V 0.1A 抵 抗 負 荷 
AC120V 0.5A 抵 抗 負 荷 
DC 28V   1A 抵 抗 負 荷 

接 点 容 量

ｼﾝｸ電 流  20mA MAX(30V以 下 )

比較 動 作 中 止
R.RESET端 子 とCOM端 子 短 絡ま た は “ 0” ﾚﾍﾞﾙで

ｽﾀｰﾄ   0Vか ら20ms以 上 45ms以 下 の +5Vの正 ﾊﾟﾙｽま た は

  外 　部 　 制 　 御 ：ﾘﾚｰﾘｾｯﾄ

3)振 動,衝 撃 が か から な い よ う にし て く だ さ い。

の 状 態に は 注 意 し てく だ さ い 。
2)ちり ,ご み,電気 部品 に有 害な化 学薬 品,ｶﾞｽ類 の無 い場 所で 使用し てく ださ い。

1)本器 は周囲 温度 0～ 50℃,湿度 85%までの 環境 で使用 し、 特殊 条件 とし て結露

出 力 電 圧 0～ 1V(15ﾚﾝｼﾞは 0～ 0.7V)
確     度 0.5% of FS以 内 (23℃ ±5℃ ,35～ 85%RH)

(入 力 LOと は 絶 縁 さ れて い ま せ ん )
ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ ﾊﾟﾗﾚﾙBCD出 力

AC90～ 132V
AC180～264V(内部 ｿｹｯﾄ切 換 )

96mm(W)× 48mm(H)× 144mm(D) DINｻｲｽﾞ

入 力端 子 /ｱｰｽ(E),COM端 子 間  DC500V 1分 間
約 460g

各 DC500V 1分間
電 源 端 子/入 力 端 子 ,COM,ﾘﾚｰ出 力 間 各 AC1500V 1分 間

各 AC1500V 1分 間
上 記 各 端 子 間　 DC500V 100MΩ 以 上
ﾈｼﾞ端子 型 ｺﾈｸﾀ(10P)1個 ,取 扱 説明 書

絶　 縁 　 抵 　 抗：
付 　 　 属 　 　品 ：

消   費   電   力：
外   形   寸   法 ：

耐 　 　 電 　 　圧 ：

電 　 　 　 　  源 ：

質　　 　　  量 ：

入力 端子/各出 力COM端子 間(BCD:DIG.COM,ANALOG OUT:(-))

電 源端子 /各 出力 COM端 子間 (BCD:DIG.COM,ANALOG OUT:(-))

負 荷 抵 抗 20kΩ 以 上

Ｂ Ｃ Ｄ 出 力 ：

ア ナ ロ グ 出 力 ：

TTL出 力 ま たは ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力

保 存温 湿 度 範 囲 ：-10～ 70℃ ,60%RH以 下

メモリーバックアップ： EEPROMを使 用 し 、 設 定ﾃﾞｰﾀを 10年間 保 持
(書 き 込み 回 数  10万 回保 証 )

使 用温 湿 度 範 囲 ：0～ 50℃ ,35～85%RH(非 結 露)

2.5VA(TYP)(AC100V時 )

負論 理  “ 1” ﾚﾍﾞﾙの 時 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ ON”

電 圧 MAX.30V  電流  MAX.10mA
出 力飽 和 電 圧 　 10mAの 時 　 1.2V以 下

(※ 2+400ms以 上 )

　 表 　 　　 　 　 示 ： 7ｾｸﾞﾒﾝﾄLED(発光 ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ数 字素 子 ) 文 字 高さ 10mm(赤 )

10V

100V

700V

50mA

150mA

500mA

10mA

3A

8A40Hz～1kHz

40Hz～ 1kHz

内 部 抵 抗測 定範 囲

5A

999.9mA ｵﾌｾｯﾄ
0～9999
ﾌﾙｽｹｰﾙ
0～ 9999 0.02Ω

設  定  項  目          設 定 値

ＵＬ－４４８３８ｆ
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a)電 源 回 路
4)ﾉｲｽﾞ

b)ｼｰﾙﾄﾞ

込 み 、 後 面よ り ﾊﾞﾝﾄﾞで締 め 付 け ま す。
(ﾊﾟﾈﾙの 板 厚 は0.8～ 5.0mmとし て く だ さい 。 )

1)ﾊﾟﾈﾙ面 への 本 体 取 付
第 1図 の 大 き さの 取 付 穴 をあ け 第 2図 の よう に 本 体 をﾊﾟﾈﾙ前 面 よ りﾊﾒ

前 面
ｱｸﾘﾙ板 本 体

取 付ﾊﾟﾈﾙ

取 外 し 用 穴
前 面 ﾊﾟﾈﾙ 取 付 用 ﾊﾞﾝﾄﾞ

ﾈｼﾞ端 子MI
N.

70

M IN.120

45

9 2

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

○ ﾄﾞﾗｲﾊﾞに て
こ じ る。

内 枠

2)本 体 内部 基 板 の 取 り出 し

NC

INPUT START
HOLD

COMHI LO

注意 　 NCは 空き 端 子 で す が、 中 継 端 子 とし て 使 用 し ない で く だ さい 。

本器 の 様 な 小 型機 器 で は 完 全な 防 止 回 路を 組 み 込 む こと は 、 事 実 上

回 路 を使 用 し て く ださ い 。

困 難 で す の で 、 ﾏｸ ﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁが 同 一 ﾗ ｲﾝで 動 作 し た り 、 雷 の 多 い 場 所
な ど で は 過 大 ｻｰ ｼﾞの 防 御 用 に 外 部 で ﾗｲﾝﾌｨﾙ ﾀや ﾊﾞﾘｽ ﾀな ど ｻｰｼ ﾞ吸 収

ﾉｲｽﾞが 問 題 に な る場 合 に は 、 E端 子 を 大 地 ｱｰｽか 機 器 の ｱｰｽ端 子 に 接 続

○ ﾄﾞﾗｲﾊﾞに て 内 枠を
前 へ押 し 出 す

3)E端 子
外 部 ﾉｲｽﾞの 影 響 が あ ると き は E端 子を 大 地 に 接 続し て く だ さ い。

Ｍ －ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ
・ 各 種ﾃﾞｰﾀ設 定 時 のﾓｰﾄﾞ選 択 に 使用
・ 測 定 中 に各 種 ﾃﾞｰﾀの 確認 を す る 時 に使 用

　 － ｼﾌﾄｽｲｯﾁ

▲

・ 設 定 ﾓｰﾄﾞ時 の 設 定 桁 の選 択 に 使 用
▲ － ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄｽｲｯﾁ

・ ｼﾌﾄｽｲｯﾁによ っ て 選 ば れた 桁 の ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄを 行 う 。

た だし 、大 地接 地 のと きｱｰｽ抵 抗が 大き い と逆 にﾉｲｽﾞを拾 う恐 れ があ りま す

設 定 が 完 了し た ら 、 ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ(M)を 押し 、 次 の ﾃﾞｰﾀを 設 定 し ま す。

100
0

2000

0.6V 0.8V 入力 値

表 示 値(例 2)の 場 合
a＝ -0.875

7000

9000
(例 1)の 場合

a＝ 1.15

注 3)26ﾚﾝｼﾞの 場 合は 、 内 部 抵抗 に よ り ｲﾝﾌﾟｯﾄ値 を 2倍 に 設定 す る
必 要 が あり ま す 。

上 限 設 定 値 ＞下 限 設 定 値
b)ﾋｽﾃﾘｼｽ設定 値

以 後 の ﾃﾞｰﾀ設 定 も 同 じ 要領 で 繰 り 返 しま す 。

※ 1)ﾒｰﾀ部 の 設 定範 囲 は 、 9999ま で で す 。

※ 2)ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ部 の比 較 設 定 値 は、 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁで 行 い ま す。
そ れ ぞれ の 桁 は 、 0～ 9の 繰 り 返し と な り ま す。

ま た ﾋｽﾃﾘｼｽH-HI,H-LOの ﾋｽﾃﾘｼｽ値は 、 ﾌﾙｽｹｰﾙの10%ま で 設 定可 能 で す 。

方 式を 用 い て いま す 。

ｂ ＝ ｵﾌｾｯﾄ値

ｲﾝﾌﾟｯﾄ値

ﾌﾙｽｹｰﾙ値 － ｵﾌｾｯﾄ値
ａ(係 数 )＝ ・ ・ <1>

演 算式
ｙ ＝ 表示 値
ｘ ＝ 入力 電 圧 、 電 流値 (A/D変 換 値)

た だ し 、 0＜ａ ≦  1.25 とし ま す 。 ( 1.25 ＝ ± 1.25)

ﾌﾙｽｹｰﾙ値
ｵﾌｾｯﾄ値
ｲﾝﾌﾟｯﾄ値

設 定 範囲 0～ 9999

表示 さ れ ま せ ん。
ｙ が 10 000 を 越 す 場 合 が あ り ま す が 、 こ の 時 の 10 桁 の “ 1 ” は

ﾃﾞｰﾀの 設 定が 完了 しま すと ａ(係数 <1>式)を内 部で 演 算し ﾒﾓﾘｰし ます 。

(例 1)入 力 が 0.6Vの時 “ 7000”
入 力 が ｾﾞﾛの 時  “  100”

と表 示 す る 場 合
(12ﾚﾝｼﾞの 場合 )

① ﾌﾙｽｹｰﾙ値 は 、 0.6V入 力 し た 時の 表 示 値 を 設定 し ま す 。
よ っ て Ｆ ＳＣ は “ 7000”と 設 定 し ます 。

② ｵﾌｾｯﾄ値 は 、 入 力ｾﾞﾛの 時 の 表示 値 を 設 定 しま す 。
よ っ て Ｏ ＦＳ は “ 0100”と 設 定 し ます 。

よ っ て Ｉ ｎＰ は “ 6000”と 設 定 し ます 。

ａ＝
7000-100

＝1.15
6000

とな り 内 部 に ﾒﾓﾘｰし ま す 。

Ｆ ＳＣ “ 2000”

Ｉ ｎＰ “ 8000”

と 設 定 しま す 。
(ａ ＝-0.875)

と表 示 す る 場 合
(12ﾚﾝｼﾞの 場合 )

(例 2)入 力 が 0.8Vの時 “ 2000”
入 力 が ｾﾞﾛの 時  “ 9000”

ｏ ＦＳ “ 9000”

注 2)例 1で 入 力 が0.9Vの 時 、 表示 値 は ｙ ＝ 10450と な り ます が 本 器
の 表 示 は“ 0450” とな り ま す 。

と 表示 す る 場 合
(26ﾚﾝｼﾞの 場 合 )

と 設 定 し ま す。
(a＝0.930)

(例 3)入 力 が 4.3Aの時 “ 8500”

Ｆ ＳＣ “ 8500”

Ｉ ｎＰ “ 8600”  

入 力 が ｾﾞﾛの時  “  500”

ｏ ＦＳ “  500”

ﾒｯｾｰｼﾞは次 の 通 り です 。
上限 ﾋｽﾃﾘｼｽ設定 値 “ 　 　  　”

設 定 は 、ﾌﾙｽｹｰﾙの 10%ま で で す 。 (0～ 999)

下限 ﾋｽﾃﾘｼｽ設定 値 “ 　 　 　 ”

ﾋｽﾃﾘｼｽと各 設 定 値 の関 係 は 次 の よう に な り ま す。
上 限 設 定値 ≧ (下 限 設定 値 ＋ 下 限 ﾋｽﾃﾘｼｽ値 )

下 限 設 定値 ≦ (上 限 設定 値 － 上 限 ﾋｽﾃﾘｼｽ値 )
※ ﾋｽﾃﾘｼｽ値 HI,LOは ｸﾛｽし て も 良 いが 、 他 の 比 較設 定 値 を 超 える と

ｴﾗｰとな り ま す 。

ま せ ん 。
設 定 は 、0～ 9999ま で可 能 で す が 、次 の 条 件 を満 足 し な け れば な り

a)比 較 設 定値
上 下 限 の設 定 が 可 能で す 。

③ｲﾝﾌﾟｯﾄ値 は、 ﾌﾙｽｹｰﾙ値を 表示 する 時の ﾒｰﾀへ の入 力値を 設定 しま す。

HI

HI SET

LO

GO

比較 出 力

LO SET

入力

HI ﾋｽﾃﾘｼｽ

LO ﾋｽﾃﾘｼｽ

1000
990

510
550

HI SET

LO

GO

比 較 出 力

LO SET

例 　 ﾋｽﾃﾘｼｽが ｸﾛｽし て いる

HI

＝ a-c間 導 通

LO ﾋｽﾃﾘｼｽ

HI ﾋｽﾃﾘｼｽ

例 　 ﾋｽﾃﾘｼｽが ｸﾛｽし な い

C=0.1μ F 

(ﾘﾚｰ,ｽｲｯﾁ)

COM
ﾒｰﾀﾘﾚｰ R

C
R.RESET

R=100Ω  

※ 接点 信 号 使 用 上の 注 意

＊

各 入 力 端子

制 御 部
i

外部 電 源

ﾒｰﾀ内 部

+5V

START/HOLDCOM

ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ <2 >

注)表 示範囲が 0～9999となって おりま すので、 ｽｹｰﾘﾝｸﾞ値に よっては

R.RESET

ﾘﾚｰ接 点 で 動 作制 御 す る と きは、 ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞに よ る 誤 動 作に 注 意 し て くだ

▲

ﾃ゙ ｨｯﾌ ｽ゚ｲｯﾁ
2      1 小数 点

R  M    ▲

(HI) (GO) (LO)

LED
比較 出 力 ﾓﾆﾀｰ SW70

小数 点
数字 素 子 LED

ｽﾊﾟﾝ調 整 ﾎﾞﾘｳﾑ
ｾﾞﾛ調 整 ﾎﾞﾘｳﾑ

OFF    OFF    点灯 しない

O N    O N    10  　〃 　　

O N    OFF    10  　〃 　

OFF    O N    10  桁点 灯

小 数 点点 灯 用
ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ

SW70

2
1

O N     OFF

P1～ P4(ﾊﾟﾀｰﾝ)

ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ ON

InP  (ｲﾝﾌﾟｯﾄ値 )

OFS  (ｵﾌｾｯﾄ値 )

(ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ)
FSC  (ﾌﾙｽｹｰﾙ値 )

Err1

a≦1.25
NO

Err2

H.HI (上 限ﾋｽﾃﾘｼｽ値 )

H.LO (下 限ﾋｽﾃﾘｼｽ値 )

ﾋｽﾃﾘｼｽ条 件NO

(ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ)

測定 開 始

1)電 源の 接 続
下 側 ｺﾈｸﾀのPOWERの と こ ろに 電 源 を 接続 し ま す 。

・ 入力 に は 最 大 許容 以 上 の 電 圧・ 電 流 を 絶対 に 加 え な いで く だ さ い 。

第3-1図 の よ うに ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙをは ず し て く ださ い 。

出 力 用ｺﾈｸﾀは 外 し てく だ さ い 。 )
尚 、 本体 に 組 み 込 む時 は ﾘｰﾄﾞ線 を噛 ま な い よう に ｹｰｽを 上 下に 拡 げ て
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁ基 板 を入 れ て く だ さい 。
※必 ず 本 体 の 電源 を 切 っ てか ら 行 っ て くだ さ い 。

次 に第 3-2図の よ うに 両側 面の 角孔 に ﾄﾞﾗｲﾊﾞを 入 れて 内枠 を押 し 出し て

基板を 静かに取 り出し てくだ さい。 (この 時、後 部のﾈｼﾞ端 子およ び外部
内枠 をはず してく ださい 。ｹｰｽを 多少上 下に拡 げてﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｲｯﾁと、 内部

本 器 には 電源 ｽｲｯﾁが 付 いて いま せん ので 、 電源 を接 続す る と直 ちに 動作

ｿｹｯ ﾄ切 換 に て AC1 80V ～ 264 Vで も 使 用 で き ま す 。 4-2 -2)項 に よ り 内 部
状 態 とな り ます 。 電源 はAC90V～ 132Vで使 用 して くだ さ い。 ま た、 内 部

・ 接 続ｹｰﾌﾞﾙに は2芯 ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙを 使用 し、 ｼｰﾙﾄﾞは 信号 線で LO端 子と 1点
接 続 し て くだ さ い 。

・ 入力 信号 (交 流電 圧･交流電 流)はHI端 子と LO端子 に接 続して くだ さい 。

(0～ 999)

LO

LEDは すべ て 消 灯 し ます 。
“ 1” ﾚﾍﾞﾙ 3.5～ 5V “0” ﾚﾍﾞﾙ 0～1.5V  入 力 電流  -0.5mA

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ ：ｃ －ａ 間 　 導通

※ 接 点容 量   AC 250V 0.1A  抵抗 負 荷
ｂ ： ｃ －ａ 間 　 開 放

尚 、誘 導 負 荷 (ﾘﾚｰ,ｿﾚﾉｲﾄﾞ)を 開閉 す る 場 合 、ｱｰｸに よ っ てお こ る 接 触

保 護回 路 の 挿 入 をお す す め し ます 。
障 害(溶 着 等 )を 防止 し 接 点 の 信頼 性 、 あ る いは 寿 命 を 延ば す た め 接 点

AC 120V 0.5A
DC  28V   1A

ﾘﾚｰ接点 出 力 は 上 側端 子 の HI(a,c),GO(a,c),LO(a,c)で す。

r
C
①

r

ﾊﾞ
ﾘ
ｽ
ﾀ

④

②

③ ﾊﾞﾘｽﾀ

⑤ (R)

出 力 接点
ﾒｰﾀﾘﾚｰ

AC R≪ ｒ
Rの ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽが c,rの ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

※ 負 荷 の 性 質に よ っ て 必ず し も 一 致 しま せ ん の で 実装 に て 確 認
す る 必 要 があ り ま す 。

③ ④  AC,DC　
⑤  DCの み

に 対 し 充分 小 さ い と き

C:0.1μFr ＝ R
②  DC(  r＝ R  10 Ω 以 上 必 要 で す 。 )

①  AC,DC

誘
導
負
荷

+5V
ｃ

e

電 流 外 部 電 源R ※ 出力 容 量
電 圧 　 MAX.30V
電 流 　 MAX.20mA
出 力 飽 和電 圧
20mAの 時1.2V以 下

ｼﾝｸ(本 器 ﾒｰﾀﾘﾚｰ内 部 )

よっ てそ の直 後の 表示及 び比 較結果が ﾎｰﾙﾄﾞさ れま す。 また、 必要 なﾀｲﾐﾝｸﾞ

“1” ﾚﾍﾞﾙ 3.5～ 5V “ 0” ﾚﾍﾞﾙ 0～ 1.5V  入 力 電 流  -0.5mA

3.6max

5.9max
5min

φ 3.2min

ﾈｼﾞ端 子 接続 図
上 側 ｺﾈｸﾀ

下 側 ｺﾈｸﾀ

R.RESET
NC COM c(e)a(c)

HI

c(e)a(c) c(e)a(c)

GO LO

(-)
POWER
AC

(+) (E)

ANALOG
OUT

(  )PHOTO COUPLER

2)入 力 信 号 の接 続

200 200

100 100

100   AC90V～ 132Vの時

200   AC180V～ 264Vの時

基 板を 取 り 出 し 、第 5図 の よ うに ｿｹｯﾄを 差 し換 え て く だ さい 。

電源 ﾄﾗﾝｽ

以 後<2>式を 使 用し 表示 値ｙ を求 め、 表示 及び 出力 部に 出力 し ます 。

さ い 。 ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ防 止 に は下 図 の 回 路が 有 効 で す 。さ ら に 、 接 点電 流 が 少
ない た め 、 接 点は 微 少 電 流用 を 使 用 し てく だ さ い 。

で覆 う こ と が 有効 で す 。
して くだ さい 。 空間 誘導 等が 問題 に なる 時に は本 体 のﾓｰﾙﾄﾞｹｰｽを 金属

ので 注意 し てく ださ い。 E端子 は供 給電 圧 の中 性点 電位 で充 電 され てい ます

の で 他 の入 力 端 子 と 接触 し な い よ うに 御 注 意 願 いま す 。

(第 6図 参照 )
小数 点 は 、 小 数点 点 灯 用 ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ(SW70)に よ り 任 意に 点 灯 で き ます 。

Ｒ － ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
・ 各種 ﾃﾞｰﾀ設 定 後測 定 を 開 始 する 時 に 使 用
・測 定 開 始 後 ﾃﾞｰﾀを 変 更 し、 再 び 測 定 を開 始 す る 時 に使 用

場 合 に“ 　 　  　 ”を 2秒 間 表 示し た 後 、 ﾋｽﾃﾘｼｽの
③ “ 　　 　  ” ： ﾋｽﾃﾘｼｽ設 定 値 が他 の 比 較 設定 値 と ｸﾛｽ(ｲｺｰﾙは 可 )し た

表 示 へ 戻 りま す 。

を 約 2秒 間 表 示 し た後 に 再 び 　 　 の 表 示 に 戻り ま す 。

付 け なく な り ま す 。
② “ 　　 　  ” ： ﾒｰﾀ部 の 各 設 定値 を ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内 部 で 計 算 し、 係 数 aを

① “ 　　 　  ” ： 比較 設 定 値 の HI＞ LOの 条 件が 満 足 さ れ てい な い 時 に
“ 　 　  　 ”を 表 示 し 、 操作 ｽｲｯﾁ(第 6図参 照 )を 受 け　 　 　

求め、 その 結果 a≦ 1.25を満 足し ない場 合に “　  　   ”

も う 一 度ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ(M)を 押 し ま す と
(26ﾚﾝｼﾞの 場 合 は        )

▲

と ﾃﾞｰﾀが表 示 さ れ ま す。
点 滅 し てい る 桁 が 設 定有 効 と な り ます 。
ｼﾌﾄｽｲｯﾁ(  )で設 定 桁 を 選 びｲﾝｸﾘﾒﾝﾄｽｲｯﾁ(▲ )に て 希 望す る ﾃﾞｰﾀを
設定 し ま す 。

こ の 状 態は 、 現 在 使 用し て い る ﾊﾟﾀｰﾝが ﾊﾟﾀｰﾝ1であ る こ と を 示し ま す 。
次 に ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ(M)を 押し ま す と 、 次の よ う な 表 示に な り ま す 。

こ の 状 態は 、 こ れ か ら設 定 す る ﾃﾞｰﾀ名 で す 。

ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ(R)を ONし ます と 、 次 の よう な 表 示 に なり ま す 。

・ 設 定 ﾃﾞｰﾀ

・ ｽｹｰﾘﾝｸﾞ
ｽｹｰﾘﾝｸﾞに は 、 ｱﾅﾛｸﾞ方 式 と ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ方 式 があ り ま す が 本器 は ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ

接 点構 成 は 次 の 通り で す 。

で 開 放(あ る い は 0Vか ら 20ms以 上45ms以 下 の 正ﾊﾟﾙｽ)す る 事に よ り 測 定 が
開 始 され 1ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ後 に 表 示 、 及び 比 較 出 力 が得 ら れ ま す 。

R.RESET端 子 と COM端 子 (上 側 ｺﾈｸﾀ)を 短 絡 また は “ 0” ﾚﾍﾞﾙに す る 事 に
よ っ て 比較 出 力 を 全 てOFFに し ま す。 ま た 、 表 示の HI,GO,LO の 判 定 の

入 力

i=約 0.5mA

START/HOLD端子 とCOM端子 (下 側ｺﾈｸﾀ)を短 絡(ま たは“ 0” ﾚﾍﾞﾙ)にする 事に

Ｌ Ｏ 側Ｈ Ｉ側 Ｇ Ｏ 側
ﾘﾚｰ出 力

比較 出力


